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宮大工の道に入られたきっかけは何で
すか。
　私は、兄が大工をしていたこともあっ

て、中学を卒業するとすぐに一般の住宅を

手掛ける家大工の棟梁に弟子入りしまし

た。そこで3年ほど修行をして、一応独り

立ちできた19歳の頃、知り合いの大工さん

から地元にある福泉寺の鐘つき堂建立に誘

われ、手伝うことになったわけです。

　いやあ、現場に入って本当にびっくりし

ました。いままでやっていた家大工とは材

木の呼び方も全く違うし、使うのも檜や欅

といった高級材ばかりです。また建物の構

造も、屋根の照りや反りまで、何から何ま

で一般住宅とは異なっていました。それも

当たり前で、社寺建築は一般建築と違っ

て、神様や仏様がお住まいになる建物で、

神様や仏様とともに崇拝の対象にもなるも

のです。人にとって使い勝手がいいかどう

かなんて、全く問題外の建造物なのです。

たとえば五重塔の屋根は5段あります。建

物は5層になっていますが上層部には床が

ありません。床があるのは仏様が座る1階

だけで、他の階には床はない。だって、上

に床を作ったら、仏様の上を歩くようなも

ので失礼でしょう（笑）。

　社寺建築には「木割り」という約束事が

あって、建物の大きさに対する柱の太さと

か長さ、軒の出とか反りが、細かく決まって

います。そんなことも一つひとつ覚えなけ

ればならない。私にとってはすべてが新鮮な

体験で、とても面白かったわけです。それ

ですっかり宮大工に魅せられてしまいまし

た。しかし、この鐘つき堂の仕事は3ヵ月で

終わり、それ以上学べる場がない。そこで、

高田好胤さんの「心」という本を読んで大

きな工事があると知った奈良の薬師寺を目

指して電車に飛び乗ったという次第です。

そこで生涯の師匠といってもいい、西岡
常一棟梁と出会われるわけですね。
　はい。ちょうど奈良の薬師寺では金堂の

再建建立が行われていまして、その総棟梁

として西岡棟梁が指揮をとっていらっしゃ

屋根の寸法を実物の大きさでベニヤ板に再

現する、社寺建築には欠かせない場所で

す。この描き上げたものを原寸場の壁に

貼って、棟梁が少し離れた位置から自分の

目で軒反りの左右対称の具合や、その曲線

の勢いを最終的に確認するわけです。そし

て、「もう少しここは勢いを落とそう」と

か、「もっと鋭く」といった指示を出しま

す。これは決して数値化できるようなもの

ではなくて、最終的にはその棟梁の経験や

勘がモノをいう作業です。このへんが何と

も言いがたい社寺建築の魅力につながって

いるわけですね。

　当然そういうことは、入ったばかりの私

には全くわかりませんでした。しかし、原

寸場で朝夕、毎日行われる棟梁と副棟梁と

の打ち合わせの場にお茶を出したり、そこ

を掃除したりしているうちに徐々に理解で

きるようになってきたというわけです。

お茶出しと掃除は6年間、ずっと1人で
なさっていたそうですね。
　実は、このお茶出しは、一番若い者がや

るのが暗黙のルールなのですが、私より下

の者が入って来ても、この仕事だけは絶対

に譲りませんでした（笑）。だって、当代

一の宮大工のそばにいられるだけでも幸せ

でしょう。その上、タダで勉強までさせて

もらえるのですよ。おかげで最後には「原

寸描き」もできるようになっていました。

　社寺建築というのは、理屈だけではなか

なか建てられません。図面にはない“余

白”というか“コツ”というか、そういう

言葉にならない知恵がたくさん必要なので

す。私は6年間、西岡棟梁のそばにいられ

る幸運な機会を得て、そんな知恵をたくさ

んいただくことができました。それがその

後の私の宮大工人生にどんなに役立ったこ

とか！西岡棟梁には感謝しても感謝し切れ

ないものがあります。

いました。西岡棟梁は代々宮大工として法

隆寺に仕えた家に生まれた、まさに当代一

の宮大工。1970年からは、16世紀に焼け

落ちた後、江戸時代後期に仮再建されてそ

のままだった薬師寺金堂の本格的な復元に

取り組んでいました。

　私が奈良を訪れたのは、その再建真っ最

中の1973年のことです。薬師寺に行った

その日はお盆で工事は休みでしたが、お寺

の方に「とりあえず棟梁の家に行ったら」

と運良く紹介してもらうことができまし

た。その足で自宅を訪ね、現場に入れても

らうようお願いしたわけです。結局、お盆

明けから働かせていただくことができまし

た。何とも無謀な限りですが、さすがの私

も棟梁の家の門前では、「突然訪ねて何と

言われるだろう」と足がすくみました。し

ばらく躊躇したのですが、やはり社寺建築

への想いは断ちがたく、「えい、ダメで

元々だ！」という気持ちで門をくぐった次

第です。もし、このとき気持ちがひるんで

断念していたら、私は西岡棟梁の元で働く

こともなく、その後宮大工の道を歩んでい

たかどうかも怪しい。まさに私の運命を変

える一瞬だったと思います。

その後6年間、金堂に続いて行われた
西塔の再建にも携わられ、西岡棟梁の
下、社寺建築の真髄を学ばれたので
すね。
　私は本当に運がよかったと思います。薬

師寺の現場に採用されたのも、若かった上

に、一応大工としての経験があったので、

雑用でもやらせてみようかということだっ

たと思います。実際、最初は社寺建築と

は関係ない、塔頭寺院の靴箱や押し入れ、

風呂場簀の子などを作っていましたから、

いわゆる“便利屋”として雇われたような

ものです。私の仕事としては、ほかに朝夕

の棟梁へのお茶出しと、作業場の掃除くら

いでした。しかし、この2つの雑用が私に

はかけがえのないものとなりました。

　何より役に立ったのは、普通ベテランの

職人でもなかなか足を踏み入れることがで

きない「原寸場」に、私は西岡棟梁に毎日

お茶を出すため、自由に出入りできたこと

です。「原寸場」とは、実際の軒の反りや
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社寺建築へのこだわりから『鬼』とも呼
ばれた方です。怒ったら、さぞ怖かった
のでしょうね。
　決して西岡棟梁は声を荒げるわけでは

ありませんが、あの鋭い目でにらみつけ

られたら、誰でも萎縮してしまうでしょ

う。でも、いま申し上げたように、西岡

棟梁は決してミスしたことを叱っている

わけではありません。ミスの原因は何

だったのか、しっかり副棟梁自身に気づ

かせ、反省させる。そんな器のある人で

した。最後は自分が全部責任を取るとい

う覚悟の元、大きな愛情で叱咤激励して

いたと思います。

　私の経験上でも、そういう「最後は自分

が受け止めてやる」という覚悟が棟梁にな

いと、付いてくる宮大工は誰もいません。

社寺建築特有の昔ながらの徒弟制度が生き

ている世界では、尚更その器の大きさが問

われます。これも私が西岡棟梁に学び、実

践してきた規範です。

社寺建築で後進の育成は棟梁にとって
欠かせない責務だと思いますが、その点
はどうお考えですか。
　たしかに社寺建築は世界に誇る日本の伝

統ですし、特異な技術でもあります。後世

に文化を伝えていくため、解体修理や保全

の技術を持った人材を育成するというの

は、おっしゃるように棟梁の務めのうちだ

と思います。

　ただし、その出発点となる、仕事の面白

みはまずはその本人が見つけてくれなけれ

ば困ります。とくに私たちの仕事は、自ら

進んでその道を究めようとする意志がない

と務まりません。なぜなら、高校を卒業し

て宮大工を目指してウチに入ったとして

も、3～4年は作業場の片付けや掃き掃除、

それに先輩から指示される雑用をこなすだ

け。その時間を受動的に漫然と過ごした

ら、誰だって嫌になります。そうではなく

て、職場で人の輪に積極的に加わって先輩

の話を聞いたり、その仕事振りを観察した

りして、その中から自分なりに宮大工の面

白みや興味を持てるものを発見する。その

棟梁としてお弟子さんを送り出すときに
はどんな言葉をかけますか。
　必ず言うのが、「間違いは誰にでもあ

る。でも、絶対隠すなよ」ということで

す。棟梁とて、間違うことは多々ありま

す。大きなミス、たとえば柱の寸法を間違

え、何百万円もする立派な木材を台無しに

したとしましょう。それを隠したまま仕事

を進めたとしたら、最悪出来上がってから

解体しなければならない事態に至るかもし

れません。そうなれば、企業としてダメー

ジは計り知れないものになります。「そん

な大事になる前にちゃんと報告しろ」とい

うことです。

　大きなミスを犯して、正直に申告してきた

ら、私は怒りません。逆に怒ったら、その人

間を潰してしまうことになり兼ねない。それ

までウチで頑張ってくれたんですから、見捨

てることはできません。ただし、「同じ失敗

は二度と繰り返したくないので、このことは

みんなに言うからな」とは伝えます。失敗は

組織で共有しないと、何の教訓にもなりませ

んから。あとは「また頑張れよ！」と背中を

押してやるしかない。

　失敗をした本人が一番悔しいんです。失

敗を責めるのではなく、次にいかにつなげ

させるか、それを考えてやることこそが棟

梁の務めと考えています。

姿勢がなければ、こちらが一方的に一人前

の宮大工に育てようと思ってもどだい無理

な話なのです。

　ところが、1つ面白みを見つけてくれた

ら、次から次へと興味がわいてくるのが人

間です。カンナ削り1つとってもそうで

す。「研いだカンナの切れ味を試してみた

い」と思ったら、次は「先輩のようにあん

なにかっこうよくカンナ削りがしたい」と

欲が膨らむ。この“うずうず感”が出て来

たら、しめたものです。見習い時代はどれ

だけ自分でやる気を引き出せるか、それに

尽きるのではないでしょうか。

その“うずうず感”はわかるものですか。
　日々弟子たちの様子を見ていれば、師匠

には手に取るようにわかるものです。うず

うずしている子は、たとえば、休みの日も作

業場に出て来て、こそこそと道具箱を作っ

たり、与えられた仕事をしたりしています。

　そんな子には4～5年目に、まず小さな鐘

つき堂とか、門づくりを任せる。変な言い

方になりますが、見込みのある者ほど、こ

んな小さな仕事でも自分がちゃんとやり通

せるか、その責任感で夜眠れないほど悩み

ます。しかし、そんなプレッシャーを跳ね退

けて仕事を完遂することで、少しずつ一人

前の宮大工になっていくのです。そして次

のステージは、7～8年目くらいに棟梁とし

て本堂を任せてやることです。大工として

成長できるかどうかは、密度の濃い仕事を

こなすかどうかが大きい。ですから、“うず

うず感”のレベルに合わせて、徐々にス

ケールアップした仕事を与えてやるので

す。これは宮大工の世界に限らず、一般企

業でも通用する“人を一人前に育てる”原

則ですし、上に立つ者の大事な役割だと思

います。

菊池　恭二　きくち　きょうじ
　1952年岩手県遠野市生まれ。
　中学校卒業後、遠野で家大工の修業を始める。19歳の時に地元・福泉寺の鐘楼堂の建築に関わった
ことから、社寺建築に興味を持ち、単身奈良へ。そこで法隆寺大工の故西岡常一棟梁と出会い、棟梁の
元で薬師寺金堂、西塔の建立に関わりながら、21歳から6年間、宮大工としてのイロハを学ぶ。1990年
に38歳で社寺専門の工務店「社寺工舎」を遠野で創業。その後、全国各地で数多くの社寺の建立や文化
財建造物の保存修理に携わる。1997年からは4年半の歳月をかけ、東京都大田区にある重要文化財・
池上本門寺五重塔の全解体保存修理工事を大工の総棟梁として手がけた。現在抱える宮大工は30名。
後進の育成にも余念がない。

西岡棟梁から「『木組み』は『人組み』」とい
うのも教わったとおっしゃっていますね。
　「木も人も癖がある。何事もその組み合

わせだ」ということです。

　木というのは山の南側、北側、谷、峰など

育つ場所によって、同じ種類の木でも成長

や質に違いが出てきます。その環境の違い

によって、左にねじれたり右にねじれたり、

硬かったり柔らかかったり、千差万別の木

が出来上がるわけです。これを“木癖”と

いうのですが、宮大工の重要な仕事の1つに

そんな木の癖を見抜いて「どこに使えばい

いか?」、「どう組み合わせればいいか?」を

判断するということがあります。この判断

を間違うと、長く後世に残したい社寺建築

なのに、湿気や温度によって木が勝手な方

向に曲がったり、割れたりして暴れ、あっ

という間に朽ちてしまうことがあります。

　西岡棟梁は「木を買うなら、その山を見

て買え」と言っていたほどです。“木の癖を

読む”のは一人前の宮大工になるための第

一歩といっていいかもしれません。

「人組み」、つまり組織運営もそれと同じ
だということですね。
　その通りです。人間には腕の差もある

し、考え方も違う。まさに十人十色。宮大工

の世界で言えば、緻密な細工が得意な大工

がいる一方で、粗仕事を手早く仕上げてく

れる大工もいる。一見、粗仕事は社寺建築に

は必要ないと思われがちですが、骨組みを

作る時には作業のスピードがまず問われま

下に2人の副棟梁が控えるという形でし

た。具体的に現場の職人を動かすのは、こ

の副棟梁です。その意味では、西岡棟梁は

プロジェクトの軸となる、この2人の組み

合わせにも随分気を使われていました。

　薬師寺の現場でも、副棟梁の１人は緻密

派で、大工、職人として腕がとても立つ

方。もう1人はもちろん腕はあるのです

が、それ以上に長年文化財の補修に関わっ

てきた方で、専門家としての経験を西岡棟

梁は買っていたと思います。さきほども申

し上げたように、社寺建築では図面を見た

だけではわからない“余白”や“コツ”を読

み取ることがとても大事で、これは経験を

積み重ねることでしか得られません。西岡

棟梁は、まずはこのお二方の「人組み」で

プロジェクト全体をスムーズに動かすこと

を、何より優先されたのだと思います。

　そのせいもあるのでしょう、棟梁はこの

2人の副棟梁にはかなり厳しかったです

ね。棟梁は現場でミスが起きても、決して

職人は怒りません。怒られるのはいつも副

棟梁。「どうして職人は間違えたんだ。指

示に間違いはなかったか。お前は職人によ

くよく説明して、職人と意思統一をして、

同じ考えと気持ちを持って仕事をしていた

か」と問いかけるのです。つまり、ミスは

何事にも付き物だが、そのプロセスに問題

はなかったのかという、原因の究明がそこ

にはあり、「二度と同じ事を繰り返さない

よう、糧にせよ」というメッセージが込め

られていたと思います。私も現場でミスや

失敗が起きた際には、当事者に、どうして

起こってしまったのか、とことん原因と向

き合うようにさせています。

す。もちろん緻密な計算をして作らなけれ

ばならない部分も多々ある。ただ、人間は仙

人ではないですから、なかなかこの両方を兼

ね備えた大工はいない。それに加えて、大

工の性格は一癖も二癖もある人が多い（笑）。

たとえば、一人仕事はきちっとこなせるけ

れども、大勢の中に入ってしまうと、皆と

うまく協調ができない人もいます。10人で

お堂を作る仕事と、1人でこけしを作る作業

は違う資質も必要なわけです。

　このように、その人その人の持ち味が多分

にある。それを棟梁はしっかり見抜きなが

ら、適材適所に人を据える。まさに「木組み

は人組み」という所以です。

社寺建築では1つのプロジェクトでどれ
くらいの宮大工さんが働くのですか。
　規模によってもちろん様々です。薬師寺

金堂の場合は最大で43人の宮大工がいたと

思います。私が手がけた東京の池上本門寺

五重塔の全解体修理は、1997年から足掛け

5年かかりましたが、だいたい解体と復元

で延べ5,000人位の職人が携わりました。

　私が初めて経験した薬師寺の現場では、

もちろんトップは総棟梁の西岡さん。その
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プロフィール

「木組み」は「人組み」
　何事もその“癖”の組み合わせ

PROFILE

ゆえん

人育てのコツは
“うずうず感”を刺激すること

木は生育環境によって様々な癖がつくが、宮大工には
それを見極める腕が求められる。棟梁にはさらに人の
癖を見抜く腕が求められる

檜は社寺建築の代表的な建築木材だ。耐久性に優れてお
り、法隆寺や薬師寺・東塔といった1,000年以上前に立
てられた社寺を支えているのも檜であるが、杉などと比
べて成長するのに時間がかかるため、その分高価になる

絶え間ない人間観察と、それにもとづいた適切なコミュニケーションこそが、人を育て、組織を円滑に動かす

かて

いしゅく

しった　げきれい
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現場の安全については留意していらっ
しゃることはありますか。
　自分も弟子のころ、建方の仕事中に屋

根の軒先から一回転して落ちたことがあ

ります。当時は足場が丸太だったので、

かなり危険でした。でも、大事には至らず、

不幸中の幸いでした。いまは当時より足

場もよくなり、安全性はかなりアップし

ているでしょう。でも事故の防止は永遠

の課題ですね。

　1つ言えることは、人の作業を見てい

て、何か「危ないなあ」と思った時に、案

の定、事故がよく起きているということで

す。つまり本人はその危険性をあまり察知

していなくても、周囲の人間にはそれがよ

く見えていることが多い。ですから、事故

が起こって「ほら見ろ!」と言う前に、一声

かけるというのがとても大事になります。

ただ、それでも困ったことに事故は起こっ

てしまうんですよね。それを防ぐには毎日

安全のため諦めることなく、声をかけあお

うといった基本的な話を繰り返し続けるこ

としかありません。

「社寺工舎」を創業されてから、火事で
一度は工場が全焼するなど、決して順
風満帆だけではなかった宮大工人生だ
と思いますが、今振り返られていかが
ですか。
　あの火事は1990年に創業して5年目く

らいのことで、まさに「さあ、これか

ら」という時期でしたから、ショックは

大きかったですね。おかげさまでそれ以

と「ここも苦労したんだね」とか、「いや

いや立派な仕事をしているね」と、400

年前の棟梁といつも会話をしている気分

になりました。これは、何人もの棟梁の手

を経て解体修復を繰り返し、何百年と生

き続ける社寺建築に携わる宮大工にしか

味わえない醍醐味です。それも棟梁とし

て関われたのですから、こんな幸せなこと

はありません。私の後を引き継ぐ、250年

後の棟梁との会話が今から楽しみでなり

ません（笑）。

降は皆様に支えられて、どうにか立ち直

ることができました。

　その後、1997年から4年半かけて、東京

大田区の池上本門寺五重塔の全解体保存工

事に棟梁として関わったのは忘れられませ

ん。本門寺五重塔は二代将軍徳川秀忠の病

気治癒を祈願して、秀忠の乳母だった岡部

局の発願で建立されたものです。完成は

1608年。その後、1614年に地震が来て

傾いてしまい、その時にまず修理していま

す。その後元禄時代となる150年後に移築

と修理が行われ、私がそれから250年ぶり

に解体・修繕をしたわけです。今後は大き

な天災がなければ、200年とか250年後に

誰かがまた解体して修繕することになるで

しょう。

　現在は、東京・護国寺では重要文化財

である月光殿の保存修復に関わっている

他、上野寛永寺輪王殿でも門の修復に携

わっています。

池上本門寺五重塔の工事では、当時誰
が棟梁だったのか知ることができたそう
ですね。
　はい、棟梁は三河出身で当時27歳の幕

府のお抱え大工・鈴木近江守長次。塔の最

上部にある装飾物の部材にその旨を記した

刻銘もありました。

　解体・修復している間はその長次さん
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池上本門寺五重塔は、度重なる修理などにより姿を変えていたが、創建当時の資料などをもとにした菊池棟梁たちに
よる解体・修復により、当初の美しい姿を取り戻した

宮大工の醍醐味
時代を超えた会話を楽しむ

岩手県の遠野市にある社寺工舎。古い技術を尊重する
とともに、新しい技術を創造しながら、次代に伝えている

菊池氏のサインが入った著作「宮大工の人育て」
（祥伝社）と木製名刺入れをセットでプレゼントしま
す。今号のアンケート（本誌在中）をくださった方の
中から5名様にお送りいたします。

PRESENT

菊池氏のサインが入った著作
「宮大工の人育て」と、
木製名刺入れをセットでプレゼン ト

菊池棟梁が語る「職人の心得」
日本が世界に誇る宮大工の技術を受け継ぎ、次代に伝えるために、
菊池氏は、多くの研鑽を積んできました。
その中でつかんできた、職人として、プロフェッショナルとして、一流になるための心得を紹介します。

　「人間、満足したらおしまい」と私は思っています。もちろん今までの仕事は精魂こめたものば
かりで、どれも愛着もあり、自信もあります。しかし、"一番の傑作"は、これからの仕事の中にこ
そあるのだと肝に銘じているのです。過去の仕事に満足してしまえば、それ以上成長することはで
きません。逆にこれまでの知識や経験を食いつぶすだけで、現状維持はおろか、後は衰えていくだ
けなのです。

決して満足はしない

　私が西岡棟梁に質問すると、まず必ず聞かれたのが「おまえはどう思う？」という言葉でした。そ
れは「単に質問するのではなく、自分でしっかり考えてから聞きに来なさい」という、アドバイス
だったのではないかと思っています。答える人も「自分はこう思うのですが、どうでしょう？」と問
われた方が適切な助言をしやすいですし、質問した人も理解しやすくなります。アドバイスを求める
時も、まずは自分でとことん考えてから質問することが、上達の早道なのです。

自分でとことん考える

　若い頃は、先輩が親切心でくれたアドバイスでさえ、説教に聞こえ、右から左へ聞き流してしまう
ことがあります。しかし、私は酒の席で先輩から理不尽な文句を言われる時でさえ、辛抱強く耳を傾
けました。その経験があるから「あんなふうに人の悪口をいう人間にはなりたくない」と、自分を戒
めることができたのです。もちろん貴重な話もたくさん聞くことができました。すべては肥やし。考
えようによっては、どんな言葉からも価値を見出せるのです。

人の言葉を糧とする

　技術が優れているだけでは職人は務まりません。とくにコミュニケーション能力は欠かせません。
社寺工舎は岩手県にありますが、仕事場は全国各地に広がっています。たとえば、九州が現場になっ
たとしましょう。九州の人に初対面から東北弁でまくしたてても、相手は首を傾げてしまうはずで
す。そのため、言葉も含め「郷に入ったら郷に従え」というのが私の流儀。「少しでも相手の懐に飛
び込む。そうすれば何事もスムーズに進む」。細やかな心遣いも腕の内なのです。

郷に入ったら郷に従え

　職人は腕次第。職人の世界では技術がなければ、棟梁といえども現場で相手にされません。腕を磨
くには、人よりも少しでも早く仕事を覚えようという心構えが大切です。いつもどん欲に棟梁や先輩
の動きを横目で観察し、自分のものにしていかなければなりません。技術だけでなく、「失敗もしっ
かり目に焼き付け、他山の石とする」という意識も不可欠です。

仕事は目で盗む

けん　さん

かし
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「スカイタワ ー svシリーズ」 リニュ ー アル
SV06DNS/SV06DNL/SV08DNL 近日発売！

安全で効率の良い作業に貢献するため、様々な優れた機能が使いやすくバッケ ージ さ
れている人気の垂直昇降型自走式高所作業車svシリー ズ3機種を、海外規格にも対応
可能にするためのモデルチェンジをいたしました。

シンプルで扱いやすい「プロポー ショナルステアリング」や長時間の作業が確保でき、
走行用の油圧機器をなくしたことで油漏れリスクを低減した 「ACモータ駆動」などを採用
しています。

※詳細は、最寄りの支店または営業担当までお問い合わせください。

.5V'06C,/V� 

三重サー ピスステー ションを開設しました

2012年9月3日、三重県津市に「三重サー ピスステーション」を開設いたしました。
主に三重地区のお客さまを対象に、サー ピスの業務を行います。
お客さまへ向け、さらなるお役立ちと、より良いアフターサー ピスを提供してまいります。

三重サー ピスステーション 〒514-0131 三重県津市あのつ台5-1-8
TEL : 059-264-7873 FAX : 059-264-787 4 

サテライト沖縄が移転しました
沖縄地区のお客さまへ向け、より良いアフターサー ピスを提供してまいります。

移転日：2012年8月1日
新住所 〒900-0014 沖縄県那覇市松尾2-17-29タウンコ ー ト玉商B棟6-G

TEL: 098-867-7337 FAX: 098-867-7338 
※電話番号およびファックス番号は変更ありません。

おかげさまで、当社は創立50周年を迎えることができました 巨
本社 〒362-8550 埼玉県上尾市領家1152 048(781)1111(代）

国内営業部 〒338-0014 埼玉県さいたま市中央区上峰1-15-4 048(852) 1421 (代）

うイ71イクルサボ→息〒362-8550 埼玉県上尾市領家1152 048(781)3715(代）

北日本支店 〒983-0035 宮城県仙台市宮城野区日の出町3-4-8 022(236)0421(代）

彬汰紐i頃道〒063-0834 北海道札幌市西区発寒十四条4-2-70 011 (665) 1301(代）

東京支店 〒338-0014 埼玉県さいたま市中央区上峰1-15-4 048 (852) 1104(代）

名古屋支店 〒459-8001 愛知県名古屋市緑区大高町丸の内70-1 052(621)5112(代）

名古屋寛阻壇 〒930-0177 宮山県宮山市西二俣354 076(434)2181(代）

大阪支店 〒532-0027 大阪府大阪市淀川区田川3-9-56 06 (6307) 4567(代）

中四国支店 〒739-0151 広島県東広島市八本松町原10852-'57 082 (429) 2011(代）

中声鰈醐 〒769-0102 香川県高松市国分寺町国分59-7 087(874)0808(代）
九州支店 〒811-2207 福岡県粕屋郡志免町南里2-26-1 092 (935) 5353(代）

サテライト沖員 〒900-0014沖縄県那覇市松尾2-17-29タウンコート玉商B棟6-G 098 (867) 7337(代）

国内関連会社
（株）アイチ研修センター〒362-8550 埼玉県上尾市領家1152 048 (725) 4441 (代）

株式会社アイチコ—ポレーション

http://www.aichi-corp.eo.jp/ 
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